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本年(２０１２年)の感謝デーと総会は、７月１４日 (土) です. 

午後２時～感謝デー、５時～総会・交流会（於 高津高校）、 

６時半～懇親会（於 百楽 ：近鉄大阪上本町駅 北へ徒歩１分） 

大阪府立高津高等学校ハンドボール部 ＯＢ・ＯＧ会会報 
発行日 ２０１２年５月５日 

高津ハンドボール      

第 ８ 号 

第８回 ＯＢ・ＯＧ会 総会 開催される 

２０１１年７月２日 於 高津高校 同窓会館前 
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高 10 期（昭和 33 年卒）中江 義雄   

（現 関西学生ハンドボール連盟会長） 

 私とハンドボールとの出会いは、高校に入学し、部室の前を通りかかった際、夕陽丘中学校の先輩で高 8 期の

西田先輩に偶然出会ったことから始まりました。西田さんは、中学の時からの特待生(京都大学卒)で生徒会長を

され、尊敬する先輩でした。 

小学生時代はドッヂボールや相撲で抜群の能力、中学時代は陸上の他、あらゆるスポーツで活躍していた小生

ですが、(お陰で女性にモテル？)… 勉強は疎かになりがちでした。何とか改心の上、高校ではスポーツに没頭す

るのは止め、勉学に励みたいと考えていましたが、憧れの西田先輩がハンドボール部員と知り、口説かれ、入部

してしまいました。以来、ハンドボール浸けで、今秋、73 歳を迎えるにも拘らず、関西学生ハンドボール連盟(以

下、学連と略す) 会長の重責に引っぱり出され、今もって足を洗うことができていません。 

高校入学時の自己目標からは少し乖離しましたが、長く取り組んできたハンドボール人生を決して悔やんでお

りません。寧ろ”ハンドボール”に携わったこと、出会ったことが私の人生の大きな支えに成ってくれたと感謝し

ています。その一つは、わが国ではハンドボールと言うスポーツは、野球やサッカーと違い、マイナースポーツ

の域を抜け出せていません。しかし、私は、狭い国土の日本で、男女が取り組め、スポーツの基本である走・投・

跳他の基本動作が含蓄されていて、スピード感に溢れ、スリル満点のこんな楽しいスポーツを、何とかメジャー

スポーツに普及発展させたいと常々考え、多くの人達に訴え、お願いして参りました。そうした苦労が、己の人

生に”張り”と幅を与えてくれたと信じています。 

第二は、ハンドボールに携わったお陰で、多くの先輩、後輩、友人に恵まれ、大きな”人的財産”を得ることが

できたことです。高津時代では、3 期 橋本、佐々木、5 期 額田、上田、6 期 山中各先輩に物心両面で優しく、

支援を賜り、7 期 榎本、津田先輩の高度なプレーの他、厳しさをご指導いただきました。後輩の医師である林、

鈴木(栄)には、若き時代、鼻の手術に立ち会っていただき、現在でも額田先輩には歯の治療とハンドボール以外

でもお世話になり、たいへん有り難く思っています。また、田中さや、今中啓旦先生にもご指導、ご迷惑をお掛

けしました。特に田中さや先生にはハンドボールの女性部長として、大学レベルで強烈な指導をされる先輩と、

現役高校生との間に入られ、ご心労をお掛けしました。両先生ともハンドボールの専門家ではなかったのですが、

本当に熱心にご指導いただきました。昭和 32 年最終学年に大阪府民大会初の 3 位、近畿大会出場の成果を挙げ

られたことが、せめてもの恩返しになったと信じています。これを契機に次年度からの府民大会優勝を始め、40

年代までの黄金時代が築かれたのでは? と自負しています。 

第三は、お陰で高校卒業以降、過分の”晴れ舞台”に出させて戴いたことです。高津ハンドボール部では上記先

輩の献身的なご指導で、着々と基礎固めが出来始め、昭和 30 年代中期に大きく花が開きました。当時の様子は

会報 6 号(2011.5.1 日号) に 13 期の渡邊君(愛称ピテカン)が詳しく投稿されていますので、再読してください。 

 当時、関西学生リーグでは、前記の榎本、津田、10 期 服部(関西学院大学)、7 期 広田(大阪市立大学)、9 期 辻

本(大阪府立大学)、8 期 西田、11 期 石崎、12 期 浅野、生野、井口(京都大学)、13 期 増田、中江(同志社大学)、

13 期 林(大阪歯科大学)他、多数の高津 OB が活躍していました。このほかにも漏れておられる方もあるでしょ

うが、まさに高津の黄金時代でした。先輩後輩が各大学に分かれ、まるで高津 OBが分かれて対抗戦をしていた

ようなことを思い出します。 

☆ 私とハンドボール ☆                                    

２０１１年  感謝デー・総会（第８回）・交流会・懇親会  スナップ写真集  
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当時の関西学生ハンドボールリーグ(11人制)は主に西宮 

球技場で開催しており、現在では及びも付かないでしょう 

が、テレビで中継され、朝日、毎日、他のスポーツ各紙で 

大きく戦績や選手名が掲載されて、その上、阪急電車の駅 

ポスターで日程表が目に付くほど素晴らしい状況でした。 

阪急との交渉や新聞記者への御願いには、私がプレーヤー 

兼学連委員長として、馬場太郎先生 (日本体育大学出身＝ 

桃山学院大学教授) の強烈なお力を借りながら東奔西走し、 

成果を挙げたことを思い起こします。当時はハンドボール 

の方が、完全にサッカーよりも人気のあったことをお分か 

りいただけたと思います。まさに私の”勲章”の一つです。 

 1961年(昭和 36年) 西ドイツで 7人制世界選手権があり 

(7人制に切り替わる時期)、その壮行会で大阪選抜チームに 

選ばれて京都大学から選ばれた浅野君と共に健闘し、芝浦工 

業大学中心の全日本戦抜に 17対 16で破れはしましたが、2得点を挙げ、会場の大阪府 

立体育館満席の観衆に大きな拍手をいただきました。これもまた、ABCテレビが中継し 

た他、今では考えられない素晴らしい大会でした。楽しい思い出の一つです。 

 同年の秋、4年生で関西学院大学を始めて破り出場した同志社大学(関西)と芝浦工業大 

学(関東) との東西学生王座決定戦(於服部球技場) や、高松宮殿下の参列を賜った第二回 

全日本学生選手権(於西宮球技場)を持ちました。皇族参列の大会を設営できた”勲章”付の 

思い出です。 

 社会人になっての思い出は、昭和 40年前半、朝日新聞の営業に勤務の傍ら、大学の監 

督を 3年間務めました。厳しい勤務環境の中ですから、他校と異なり、学生主体で監督 

とは名ばかりでしたが、幸い優秀な選手に恵まれ、45年にはインカレ決勝戦で日本体育 

大学に敗れて準優勝に終わりましたが、チームワークの大切さ、緻密な戦略の大切さを 

学びました。それ以降、母校同志社大学の優勝は、成就出来ていませんが、飯田、中井、 

宮下のオリンピック選手を 3名輩出する快挙を遂げられました。 

これもまた、心に残る素晴らしい思い出の”勲章”です。 

 書き尽くせぬ思い出、”勲章”? は多々有りますが、40～50歳台 

は残念ながら、ハンドボールに没頭する余裕は無く、社業に専念 

したため、書き残すことはあまりありません。ただ、ハンドボー 

ルで鍛えた体力・精神力のお陰で、悔いのない人生を送れました。 

最後に、スポーツ新聞社のトップになり、その功労で園遊会に 

夫婦で招かれるご褒美をいただきました。苦労させた家内への唯 

一のプレゼントでした。 

 昨今の高津ハンドボール部は苦難の時代が続いていますが、私 

たちの後、17期 佐藤(大阪大学)、18期 久岡、19期 川上(関西学院大学)他、優秀な選手が大学・社会人の監督

やOB会長他として高津ハンドボール部の伝統を継いでいただき、嬉しい限りです。また、30期 太田(筑波大学)

は母校の監督として献身努力、特に女子部の飛躍を図っていただいています。49期 平澤(筑波大学OG＝国体大

阪選抜選手)。最近では 61期 射手矢(大阪教育大学 4年＝インカレ優勝)など優秀選手が頑張っており、今後の後

輩の活躍を楽しみにしています。最後に学連の会長として、パンフレットに”高津高校卒”の名前が増えることを

夢見ています。 (敬称略) 
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昨年の感謝デーの様子を御覧下さい！ 

２０11年度 決算                          

 【選任幹事】  

渡邊斎顕 （高13期） 

許斐建樹 （高14期） 

鈴木栄太郎（高15期） 

久岡敏博 （高18期） 

稲葉良幸 （高20期） 

早島知雄 （高20期） 

片岡純夫 （高23期） 

安田永子 （高24期） 

玉井牧子 （高28期） 

山本裕子 （高28期） 

太田寛人 （高30期） 

金銅康之 （高32期） 

村口紀子 （高32期） 

前川義信 （高34期） 

平澤あず （高49期） 

 【会長】 

川上貴司 （高19期） 

 【副会長】 

筒井享子 （高24期） 

塚正泰之 （高26期） 

中野元博 （高26期） 

 【財務幹事】 

木村圭子 （高25期） 

中川雅博 （高33期） 

 【顧問】 

橋本靖雄 （高３期） 

福家清美 （高９期） 

【選任幹事】  

中江義雄 （高10期） 

柳 朝子 （高11期） 

 

【特別会員】 

 （旧職員） 

 村田 弘 

 岡本 昭  

 今中啓旦  

 太田正人  

 門田昌司  

  

【事務局】 

 川上貴司 

  

【会報編集】 

 中野元博 

 金銅康之 

 村口紀子 

 

繰越金収入 2010年度 繰越金  177,380 

年会費収入 3000×65名, 2000×4名  203,000 

寄付金収入   227,000 

総会費収入 7000×24名  168,000 

総会支出  会場払  ▲250,725 

現役補助費 チーム登録料､ボール等  ▲210,585 

会報費  印刷・発送費等  ▲102,039 

通信費  はがき 切手他  ▲77,260 

事務消耗費 用紙等事務用品         ▲0 

雑費  振込手数料              ▲9,365 

雑収入  銀行利息      27 

差引残高   次年度繰越  125,433 

2011/04/01～2012/03/31 

大阪府立高津高等学校ハンドボール部ＯＢ・ＯＧ会役員 

総会前に OB･OGと現役の集合写真を撮影します。

総会後、現役との交流茶話会を同窓会館で開きます。 

（同窓会館に別紙で紹介の『部誌』が展示されています。） 

OB･OG 会では現役の活躍をメールにてお知らせし

ています。kozu.handball.ob.og@gmail.com 宛にメール

ください。ブログ http://kozu-hand.blogspot.com  

ホームページ http://kozu.handball.iinaa.net/  

あるいは記念誌などでご紹介させて頂きます。 

午後５時、総会・交流会を 

高津高校同窓会館（記念館）

で開催します。 

懇親会費:７,０００円  

但し、卒業後４年間： 

高61,62期は４,０００円、 

高63,64期は２,０００円 

で優待します。多数の 

ご参加お待ちしており 

ます。（次期OB･OGの

高校３年を無料招待 

します。） 

 
 会費納入・寄付金 

懇親会費 送金 

のお願い！ 

【事務局】〒542-0074 

大阪市中央区千日前1-4-8 

千日前M'sビル7階 

光洋商事株式会社内 

川上貴司 

Tel.06-6213-1901 

Fax.06-6213-4903 

 趣旨に賛同頂き 2012年度 会費 ３,０００円と 

寄付金を納入、懇親会費を送付して頂く方へ 

会報発行など当会を運営するためには皆様の会費収入が不可欠です。 

また、現役補助費（チーム登録料等）を充実させるには寄付金も必要です。 

何卒、現役を守り立てるために、絶大な御協力をお願い申し上げます。 

同封の郵便振替用紙をご使用頂くか 

銀行振込をお願いします 
2012年度 

会費納入 

郵便振替 

用紙 

三菱東京ＵＦＪ銀行 生野支店 

普通預金NO.３９９９３１６口座名 

「高津高校ハンドボール部ＯＢＯＧ会 

会長 川上貴司」 

【振込人名】には卒業年度と 

コンシンカイヒ等を付記ください 

※※※ 書き方例 ※※※ 

「高津太郎 コウ９９キ  

   キフ or コンシンカイヒ」 

E-mail: kozu.handball.ob.og@gmail.com 

午後６時半、懇親会を『百楽』

で開催します。上本町駅 北へ徒

歩１分 : 天王寺区上本町6-2-31 

TEL. 06-6768-2221 百楽本店 宴会場 

● 体育館が使用できないため、雨天の場合は５時にお集りください。 

皆様の御支援に感謝申し上げ、７月７日（土）午後２時～５時、 

高津高校グラウンドに於いてOB･OG感謝デーを開催します。 

７月７日（土）午後５時、集合写真撮影(於 同窓会館前) 

50年前の『部誌』復刻版の配布希望を別紙FAX

やメール等で事務局宛てにお知らせ下さい！ 


